
教材・教具名

対象生徒

教材教具写真

作製・制作のねらい

作り方

教材教具の効果

今後の課題・改善点

・パワーポイントを用いて，学習の振り返りやまとめ，前時の復習ができる。
・欠席した生徒に対して，同じ内容の授業が短時間でできる。
・補充プリントを小テストや課題(宿題)にすることで，定着度を見ることができ
る。

・生徒の実態が毎年変わるので，生徒の実態に応じて内容を変えている。指導
内容によって，パワーポイントを用いるようにしている。今後の課題としては，教
材を準備する時間がもっとほしい。

数学Ⅰ　第4章　データの分析　・ワークシート，パワーポイント，補充プリント

「教材・教具説明書」

１年

高等部

・ワークシートについては，書く時間を短縮できるように，穴埋め形式にしている。
・パワーポイントについては，教師の板書の時間をなくすことで，ワークシートへの記入
や考える時間を多くとれるように作成している。
・補充プリントについては，授業の復習や課題（宿題）となるように作成している。

新　高校の数学Ⅰ（数研出版）　授業用プリントを参考に作成。現在担当してい
る生徒の実態を考慮して穴埋めを増やしたり，学習内容を精選したりして作成
している。

数学Ⅰ　データの分析　ワークシート　補充プリント

↓ワークシート 

パワーポイント→ 


